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論  文 
ヒマラヤ山麓万枚田調査報告 
 
石川県立大学  生産科学科  辻井 博 
 
１．はじめに 















































































































































































































 カトマンズに 2 泊し、9 月 12 日長距離バスで
アンナプルナ保護地域の近くにあるポカラへ出
発した。高野さんは首都で会議があって、調査


































































































図 9 半分ほど放棄された他の万枚田 
図 10，11 は海抜 2000m 程度のシコクビエ
（finger millet）の棚畑である。図 10 は、第 1 日







      図 10 シコクビエの畑 








と思われるものをかなり見た。図 12 は、シコク 
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生産量は 2010 年に 4.7 億トンと考えられるから、
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面積は、約 125 万 ha にもなる。日本では、中山
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オの万枚田で起こっており、辻井の調査でイン
ドネシアのバリ島の棚田でも、中部ジャワの南
部海岸の棚畑でも起こっていた。これらアジア
の万枚田・棚田や万枚畑の耕作放棄は、急速な
市場化・資本主義経済の浸透の結果起こってい
ると考えられる。今、TPP が日本で論争になって
いる。TPP 参加は輸入関税をゼロにする国際貿易
協定で、市場経済の徹底的浸透だから、日本や
アジア各国が TPP に参加すれば、国内米価は国
際米価に下がり、生産費が非常に高く、米価が
高くなる万枚田・棚田の稲作は、崩壊せざるを
得ない。日本でも、水田の半分を占める中山間
の棚田はすぐに耕作放棄される。日本農業・国
民にとって重要な中山間農業が消滅する。日本
は過去 45 年間コメのみで自給を保ち、食料安全
保障を確保してきた。自由化で国民が非常に不
安定な世界コメ貿易市場に直面しなければなら
なくなり、日本人の食料安全保障は崩壊する。
万枚田・棚田は、上で述べたように、アジア各
国の米食国民へ、巨額で重要な、食料安全保障
やその他外部経済効果を与えている。この万枚
田・棚田の膨大な外部経済効果を、日本やアジ
アの米食国民は十分に留意して、いかなるコメ
政策を取るか、TPP に参加するかどうかを決める
べきではないか。 
 
注）このエッセイの拡大原著版は、次のホー
ム・ページで、連載ウエッブ出版されています。 
http://ing-hompo.com/2011/12/post-206.html 
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